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新投資口発行及び投資口売出しに係る価格等の決定に関するお知らせ 

 

平成 26 年３月 27 日開催の当投資法人役員会において決議いたしました新投資口発行及び投資

口売出しに関し、本日開催の当投資法人役員会において、発行価格及び売出価格等を下記のとお

り決定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
1．公募による新投資口発行（一般募集） 

(１) 発 行 価 格 （ 募 集 価 格 ） １口当たり 金 501,760 円 

(２) 発行価格（募集価格）の総額 金 28,851,200,000 円 

(３) 払 込 金 額 （ 発 行 価 額 ） １口当たり 金 486,400 円 

(４) 払込金額（発行価額）の総額 金 27,968,000,000 円 

(５) 申 込 期 間 平成 26 年４月９日(水曜日)から 

平成 26 年４月 10 日(木曜日)まで 

(６) 

(７) 

払 込 期 日 

受 渡 期 日 

平成 26 年４月 15 日(火曜日) 

平成 26 年４月 16 日(水曜日) 

    （注）引受人（ＳＭＢＣ日興証券株式会社（事務主幹事会社兼単独ブックランナー）、 

みずほ証券株式会社、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社、野村證券 

株式会社及び大和証券株式会社）は払込金額（発行価額）にて買取引受けを行い、 

発行価格（募集価格）で募集を行います。 

 
2．投資口の売出し（オーバーアロットメントによる売出し） 

(１) 売 出 投 資 口 数 5,750 口 

(２) 売 出 価 格 １口当たり 金 501,760 円 

(３) 売 出 価 額 の 総 額 金 2,885,120,000 円 

(４) 申 込 期 間 平成 26 年４月９日(水曜日)から 

平成 26 年４月 10 日(木曜日)まで 

(５) 受 渡 期 日 平成 26 年４月 16 日(水曜日) 
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3．第三者割当による新投資口発行 

(１) 払 込 金 額 （ 発 行 価 額 ） １口当たり 金 486,400 円 

(２) 払込金額（発行価額）の総額 金 2,796,800,000 円 

(３) 申 込 期 間 （ 申 込 期 日 ） 平成26年５月13日(火曜日) 

(４) 払 込 期 日 平成26年５月14日(水曜日) 

 
 

【ご参考】 

1. 発行価格及び売出価格の算定 

(１) 算 定 基 準 日 平成 26 年４月８日(火曜日) 

(２) 

(３) 

算定基準日の投資口価格の終値

デ ィ ス カ ウ ン ト 率

１口当たり 金 512,000 円 

2.00％ 

 

2. シンジケートカバー取引期間 

 平成 26 年４月 11 日(金曜日)～平成 26 年５月９日(金曜日) 

 

3. 今回の調達資金の使途 

今回の一般募集における手取金（27,968,000,000 円）については、平成 26 年４月までに短

期の借入金の返済に充当します。また、残額があれば手元資金とし、将来の特定資産の取得、

又は借入金の返済に充当します。一般募集と同日付をもって決議された第三者割当による新

投資口発行の手取金上限（2,796,800,000 円）については、手元資金の一部を短期の借入金

の返済に充当する予定であることから、平成 26 年５月までに当該充当による手元資金の減少

分を補うため、手元資金に充当する予定です。 

 

以  上 

 

本資料は、兜倶楽部、国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会に配布しております。 


